日本塑性加工学会第4回西日本若手技術交流会講演論文集
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顔写真を掲載してください











氏名：○○　○○（フリガナ）


所属：○○大学大学院○○研究科など


会員：正（学生の場合は，□学部生　□大学院生）


連絡先：○○@○○.○○.jp


主な専門分野：板材成形，ポーラス金属


最近の取り組み： マグネシウム合金板におけるスプリングバック特性の解明


概要：Mg合金は除荷時に大きな非弾性挙動を示すことが知られている．しかしながらそのメカニズムは十分明らかになっていない．本研究では，結晶塑性有限要素解析によりそのメカニズムの検討を行った．AZ31Mg合金圧延板を想定して結晶塑性有限要素解析により引張-除荷解析を行ったところ，解析でも明らかな除荷時非弾性挙動を示した．またその傾向は，実験結果と良好に対応した．その発生メカニズムを検討するため，変形に伴う各すべり系の活動度推移を調査した．その結果，除荷時には底面すべり系の活動が支配的であった．また除荷時の底面すべり系の活動は，負荷時とは逆方向であった．以上より，除荷時非弾性挙動は，底面すべり系が負荷時と逆方向に活動することが一因であることが示唆された．



















































